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11月号
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10月12日、サトイモの選別、出荷始まる

未来の天才デザイナー

新規入園の募集

目次
表紙

P２

P６

今月の国民の祝日

　　 ３日㊎　文化の日
　　23日㊍　勤労感謝の日

国旗を掲げましょう

開催まで、あと332日
開催まで、あと346日



防火ポスター
コンクール

　

大
野
市
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
市
内
の
小
中
学
校
か
ら
８
４
４
点

の
応
募
が
あ
り
、
９
月
14
日
に
審
査
会

を
行
い
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
７
点
、
優

秀
賞
14
点
、
秀
作
70
点
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
21
点
は
、

市
民
へ
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
呼
び
掛

け
る
た
め
、
あ
っ
宝
ん
ど（
10
月
26
日

木
〜
11
月
２
日
木
）、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

み
つ
わ
九
頭
龍
店（
11
月
２
日
木
〜
９

日
木
）、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ
ｉ

ｏ（
11
月
９
日
木
〜
16
日
木
）で
順
次
展

示
し
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】〈
敬
称
略
〉

清
水
紅
花（
下
庄
小
１
年
）、
山
口
秀
崇

（
有
終
東
小
２
年
）、
小
野
結
愛（
有
終

東
小
３
年
）、
中
柊
斗（
下
庄
小
４
年
）、

吉
本
菜
央（
下
庄
小
５
年
）、
杉
田
花
音

（
下
庄
小
６
年
）、
久
保
乃
愛（
開
成
中

１
年
）

【
優
秀
賞
】〈
敬
称
略
〉

大
藤
葵（
下
庄
小
１
年
）、
根
賀
敦
大（
小

山
小
１
年
）、
山
岸
聡
介（
有
終
南
小
２

年
）、
棟
朝
悠
真（
富
田
小
２
年
）、
矢

田
茅
優（
有
終
西
小
３
年
）、
浜
野
響（
有

終
南
小
３
年
）、
酒
井
唯
翔（
有
終
東
小

４
年
）、
印
牧
朋
哉（
小
山
小
４
年
）、

谷
内
秀
優（
有
終
西
小
５
年
）、
北
川
愛

純（
下
庄
小
５
年
）、
井
部
翔
哉（
下
庄

小
６
年
）、
山
形
陽
和（
阪
谷
小
６
年
）、

伊
東
明
日
香（
上
庄
中
１
年
）、
土
下
未

夢（
開
成
中
２
年
）

問　

消
防
署（
☎
66
・
０
１
１
９
）

防火ポスター
コンクール
小
６
年
）、
山
形
陽
和（
阪
谷
小
６
年
）、

伊
東
明
日
香（
上
庄
中
１
年
）、
土
下
未

夢（
開
成
中
２
年
）

問　

消
防
署（
☎
66
・
０
１
１
９
）

未
来
の
天
才
デ
サ
イ
ナ
ー

清水紅花さん（小１）の作品

小野結愛さん（小３）の作品

山口秀崇さん（小２）の作品

吉本菜央さん（小５）の作品 中柊斗さん（小４）の作品杉田花音さん（小６）の作品
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未
来
の
天
才
デ
サ
イ
ナ
ー

久保乃愛さん（中１）の作品

　

青
少
年
健
全
育
成
啓
発
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
大
野
・
勝
山
の

小
中
学
校
か
ら
３
１
５
点
の
応
募
が
あ

り
、
９
月
21
日
に
審
査
会
を
行
い
ま
し

た
。
市
内
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
入
賞
作
品
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
Ｖ
ｉ
ｏ（
11
月
９
日
木
〜
13
日
月
）、

勝
山
サ
ン
プ
ラ
ザ（
11
月
16
日
木
〜
20
日

月
）で
順
次
展
示
し
ま
す
。

【
金
賞
】〈
敬
称
略
〉

村
下
心
瑚（
有
終
東
小
４
年
）、
島
田
奈

緒（
有
終
南
小
６
年
）、
青
木
花（
上
庄
中

１
年
）

【
銀
賞
】〈
敬
称
略
〉

前
田
英
美
里（
小
山
小
３
年
）、
中
山
木

の
実（
小
山
小
４
年
）、
辻
悠（
陽
明
中
２

年
）

【
銅
賞
】〈
敬
称
略
〉

前
川
花
音（
下
庄
小
１
年
）、
山
川
桃
愛

（
有
終
南
小
２
年
）、
中
澤
歩
香（
有
終
南

小
３
年
）、
下
山
虹
輝（
下
庄
小
３
年
）、

佐
々
木
杏
珠（
小
山
小
４
年
）、
廣
野
智

依
菜（
下
庄
小
６
年
）、
山
田
彩
楓（
陽
明

中
１
年
）、
山
村
茉
莉（
開
成
中
１
年
）、

榮
田
結
愛（
陽
明
中
１
年
）、
高
畑
諒
子

（
陽
明
中
２
年
）、
倉
田
華（
陽
明
中
２

年
）、
亀
廣
和
香
菜（
上
庄
中
３
年
）

問　

奥
越
青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
（
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　

合
内
☎
66
・
６
６
９
０
）

青少年健全育成啓発
図画・ポスターコンクール

島田奈緒さん（小６）の作品 村下心瑚さん（小４）の作品

青木花さん（中１）の作品

デ
サ
イ
ナ
ー

デ
サ
イ
ナ
ー

32017.11　広報おおの



結の故郷　越前おおの新そばまつり2017
～そばの故

く

郷
に

からこの秋一番の実りを届けます～
　大野在来そばの風味豊かな新そばを味わってください。
日時　11月18日土午前９時45分～午後４時、
　　　　　 19日日午前10時～午後３時
　※軽トラ野菜市は両日とも午前９時から開催
場所　市役所駐車場
内容　手打ちおろしそば・かけそばの対面販売、地場
　産品などの販売、軽トラ野菜市

価格　１杯券450円、４杯券1700円
前売券価格　３杯券1200円
前売券販売場所　農業林業振興課、各公民館、㈱平成
　大野屋、越前おおの農林樂舎、ＪＡテラル越前本店
　営農政策課
前売券販売期間　11月17日金まで
問　農業林業振興課 （☎64・4818）

日時　11月12日日午前10時～午後３時
場所　スターランドさかだに
内容　そば＋地元食材のバイキング（午前11時30  

分～午後１時）、はやおき亭貞九郎さんの落語会
（午前10時30分～）、陶芸体験（午後のみ）、作品
展示、秋野菜の販売

食事前売券　1200円（限定100枚）
問　スターランドさかだに（☎67・7250）
　阪谷公民館（☎67・1111）

スターランドさかだに収穫祭
と阪谷地区文化祭

日時　11月19日日午前10時～午後２時
場所　スターランドさかだに
定員　20組（先着）
参加料　800円
持ち物　三角巾、エプロン、タオル、内履き
申込方法　午後２時～４時に電話で申し込む（日曜
　日は除く）
申込期間　11月11日土まで
問　福井大野モラロジー事務所（☎65・8022）

親子でそば打ち体験を楽しもう

　市内９地区（大野、下庄、乾側、小山、上庄、富田、阪谷、五箇、
和泉）にある公民館の活動をパネルで紹介します。
日時　11月７日火午前10時～14日火午前９時
場所　市役所
問　公民館主事会（大野公民館内☎66・2828）

結の故郷　公民館紹介展
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ア
ー
ジ
ュ
サ
ポ
ー
ト
代
表　

吉
末
育
宏
さ
ん

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
独
身
男
性

定
員　

20
人（
先
着
）

参
加
料　

１
０
０
０
円

申
込
期
限　

１
月
11
日
木

問　

福
祉
こ
ど
も
課

　
（
☎
64
・
５
１
４
２
）

　

結
婚
を
望
む
人
を
地
域
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
地

域
の
縁
結
び
さ
ん
」を
募
集
し
て

い
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
日
午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

県
立
大
学
永
平
寺
キ
ャ

　

ン
パ
ス

内
容　

最
近
の
結
婚
・
婚
活
事

　

情
、
個
人
情
報
保
護
、
結
婚

　

相
談
を
受
け
る
際
の
留
意
点

　

な
ど

講
師　

九
州
大
学
大
学
院
農
学

　

研
究
院
助
教　

佐
藤
剛
史
さ

　

ん
対
象　

県
内
に
住
む
20
歳
以
上

　

の
人

問　

県
女
性
活
躍
推
進
課

　
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
３
６
２
）

　

友
好
交
流
市
で
あ
る
愛
知
県
岩

倉
市
の
皆
さ
ん
と
、
雪
遊
び
や
越

前
お
お
の
冬
物
語
の
花
火
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま

す
。

日
時　

平
成
30
年
２
月
３
日
土
午

　

後
１
時
〜
８
時
、
４
日
日
午
前

　

９
時
〜
午
後
２
時

場
所　

結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ほ
か

内
容　

越
前
お
お
の
冬
物
語
散

策
、
夕
食
交
流
会
、
雪
遊
び
体

験
な
ど

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

　

独
身
男
女

定
員　

男
性
10
人
、女
性
10
人（
先

　

着
）

参
加
料　

４
０
０
０
円（
２
日
分

　

の
食
事
代
、
体
験
代
込
み
）

申
込
期
限　

11
月
30
日
木

そ
の
他　

参
加
者
か
ら
、
お
も
て

　

な
し
企
画
を
一
緒
に
考
え
る
人

　

を
募
集
し
ま
す

問　

福
祉
こ
ど
も
課

　
（
☎
64
・
５
１
４
２
）

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

＆
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

【
女
性
対
象
】

　

日
常
か
ら
お
出
掛
け
ま
で
、
翌

日
か
ら
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
術
と
メ
イ
ク
を
プ
ロ

の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
を
募
集

越
前
お
お
の 

冬
の
恋
物
語

婚
活
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

か
ら
丁
寧
に
教
わ
り
ま
す
。

日
時　

12
月
２
日
土
午
後
７
時
〜

　

９
時

場
所　

結
と
ぴ
あ

内
容　

自
分
に
似
合
う
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
、
眉
の
書
き
方
、
ア
イ

メ
イ
ク
、
ベ
ー
ス
作
り
な
ど
基

本
的
な
メ
イ
ク
の
仕
方
ほ
か

講
師　

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ　

Ｄ
Ｉ
Ｆ

　

Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｅ　

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
＋
代
表

　

西
谷
月
彦
さ
ん
、
メ
イ
ク
担
当

　

畠
中
真
紗
実
さ
ん

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

　

独
身
女
性

定
員　

20
人（
先
着
）

参
加
料　

１
０
０
０
円

申
込
期
限　

11
月
30
日
木

持
ち
物　

普
段
使
っ
て
い
る
メ
イ

　

ク
道
具
一
式

婚
活
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

〜
出
会
い
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ズ
編
〜

【
男
性
対
象
】

　

出
会
い
、
恋
愛
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ

の
中
で
、
女
性
に
好
印
象
と
な
る

男
性
の
行
動
を
学
び
ま
す
。

日
時　

平
成
30
年
１
月
13
日
土
午

　

後
７
時
〜
９
時

場
所　

結
と
ぴ
あ

内
容　

交
際
を
発
展
さ
せ
る
ポ
イ 

ン
ト
、
女
性
が
喜
ぶ
行
動
ほ
か

講
師　

株
式
会
社
ト
ー
タ
ル
マ
リ

地
域
の
縁
結
び
さ
ん

事
前
説
明
会

冬の　  物語恋

　大野市をはじめ、京丹波や飛騨
高山など、近隣地域の特産・名産
品が五番通りにずらりと並びま
す。そのほか奥越太鼓の演奏や
YOSAKOI演舞などもあります。
日時　11月４日土、５日日午前
　９時～午後４時

場所　五番通り
その他　2000円で2200円分の買

い物ができる「お買い物券」を
販売

問　五番商店街振興組合
　 （☎66・5597）

越前大野小京都物産五番まつりを開催
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１
号
認
定

２
・
３
号
認
定

　対象となる子どもの年齢や保護者の就労状況などにより、支給認定（保育園や幼稚園などを利用する資格があ
ることの証明）と、利用できる施設への入園までの手続きの流れは次のように分けられます。

認定こども園・保育園・幼稚園の入園手続きの流れ

支給認定区分 対象 （小学校就学前）
１号認定 満３歳以上で教育を希望する子ども

２号認定 満３歳以上で保護者の就労または疾病などにより、保育を必要とする子ども

３号認定 満３歳未満で保護者の就労または疾病などにより、保育を必要とする子ども

入　
　

園

入　
　

園

幼
稚
園

認
定

こ
ど
も
園

園
に
利
用
申
し
込
み

市（
福
祉
こ
ど
も

課
）に
認
定
申
請

園
か
ら
入
園
の

内
定
を
通
知

支
給
認
定
証
の
交
付

園
を
通
じ
て
市
に

認
定
申
請

面
接
の
あ
と
、

市
で
利
用
調
整

支
給
認
定
証
の
交
付

市
か
ら
施
設
利
用

決
定
を
通
知

園
と
契
約

園
と
契
約

▼
▼

▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

平成30年度　認定こども園・保育園・幼稚園

新規入園の募集
　平成30年４月以降の、認定こども園、保育園、幼稚園への入園申し込みを受け付けます

▼

保
育
園

認
定

こ
ど
も
園

▼

まずは、「支給認定」
区分を確認しよう！
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申
込
期
間　

11
月
６
日
月
〜
24

　

日
金
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

申
込
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

保
育
料
な
ど　

保
護
者
世
帯
の
市

　

民
税
額
に
応
じ
て
８
段
階 

（
第

　

二
子
以
降
に
減
額
措
置
あ
り
）

●
認
定
こ
ど
も
園（
１
号
認
定
）

対
象　

①
保
護
者
の
就
労
の
有
無
に
関
わ

　

ら
ず
、
教
育
を
希
望
す
る
幼
児

②
平
成
30
年
度
中
に
満
３
歳
を

迎
え
る
幼
児
〜
就
学
前
の
幼

児
申
込
方
法　

申
込
書
は
各
こ
ど
も

　

園
で
配
布
し
ま
す
。
申
込
期
間
内

　

に
各
こ
ど
も
園
へ
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い

問　

誓
念
寺
こ
ど
も
園

　
（
☎
65
・
６
１
６
７
）

　

い
な
や
ま
保
育
園

　
（
☎
66
・
０
０
３
８
）

●
保
育
園（
２
・
３
号
認
定
）

●
認
定
こ
ど
も
園（
２
・
３
号
認

　

定
）

対
象　

①
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
家

　

庭
で
保
育
が
受
け
ら
れ
な
い
幼

　

児

②
平
成
24
年
４
月
２
日
以
降
生

　

ま
れ（
平
成
30
年
４
月
１
日
現

　

在
、
生
後
８
週
間
〜
就
学
前

　

の
幼
児
）

申
込
方
法　

申
込
書
は
福
祉
こ

ど
も
課
お
よ
び
各
園
で
配
布

し
ま
す
。
入
園
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
勤
務

証
明
書
な
ど
保
育
を
必
要
と

す
る
状
況
が
分
か
る
書
類
を

添
え
て
、
申
込
期
間
内
に
福

祉
こ
ど
も
課
ま
た
は
各
園
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
福
祉
こ
ど
も
課
お
よ
び
各
園

で
配
布
す
る「
保
育
所
入
所
の
ご

案
内
」を
見
て
く
だ
さ
い

そ
の
他　

・
園
の
見
学
は
、
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。
各
園
に
直
接
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

・
市
外
に
勤
務
し
て
い
る
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場

合
は
、
市
外
の
園
に
入
園
で
き

ま
す
。
福
祉
こ
ど
も
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問　

福
祉
こ
ど
も
課

　
（
☎
64
・
５
１
４
２
）

申
込
方
法　

所
定
の
用
紙
に
記
入

　

の
上
、
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
願
書
は
、
幼
稚
園
に
あ
り

　

ま
す

保
育
料
な
ど　

保
護
者
世
帯
の
市

　

民
税
額
に
応
じ
て
５
段
階 

（
第

　

二
子
以
降
に
減
額
措
置
あ
り
）

●
幼
稚
園（
１
号
認
定
）

―
―
公
立
幼
稚
園
―
―

申
込
期
間　

11
月
６
日
月
〜
24
日

　

金
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

入
園
資
格　

平
成
24
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
27
年
４
月
１
日
生

　

ま
れ（
３
〜
５
歳
児
）

教
育
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
２
時

預
か
り
保
育　

午
後
２
時
〜
５

　

時
問　

教
育
総
務
課

　
（
☎
64
・
４
８
２
７
）

―
―
大
野
幼
稚
園
―
―

申
込
期
間　

随
時

入
園
資
格　

平
成
30
年
度
中
に

　

満
３
歳
を
迎
え
る
幼
児
〜
就
学

　

ま
で（
親
子
面
接
あ
り
）

教
育
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
２
時

預
か
り
保
育　

午
後
２
時
〜
５
時

子
育
て
支
援

①
午
前
９
時
〜
午
後
２
時（
未
就

　

園
児
の
家
庭
の
状
況
に
応
じ

　

て
実
施
）

②
き
ら
き
らclub

（
毎
週
火
木

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
）

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
が

対
象

特
別
課
外
授
業　

絵
画
教
室（
専

　

門
家
の
指
導
の
も
と
、
絵
画
・

　

造
形
の
楽
し
さ
を
学
ぶ
）希
望

　

者
の
み

問　

大
野
幼
稚
園

　
（
☎
65
・
３
９
３
６
）

―
―
旭
幼
稚
園
―
―

申
込
期
間　

随
時

入
園
資
格　

平
成
30
年
度
中
に

　

満
３
歳
を
迎
え
る
幼
児
〜
就

　

学
前

教
育
時
間　

午
前
８
時
15
分
〜

　

午
後
２
時

預
か
り
保
育　

午
後
２
時
〜
６
時

子
育
て
支
援　

未
就
園
児
と
そ

　

の
保
護
者
対
象
の
ち
び
っ
こ

　

サ
ー
ク
ル（
月
３
回
午
前
９
時

　

30
分
〜
11
時
30
分
）

そ
の
他　

毎
週
土
に
専
門
講
師

に
よ
る「
え
い
ご
で
遊
ぼ
う
」

開
催
。
希
望
者
の
み

問　

旭
幼
稚
園

　
（
☎
66
・
４
２
３
５
）

　認定こども園は、幼稚園と保育園の良いところを１つにし、教育・保育を一体的に行うため、保護者の就労の有
無に関わらず利用でき、就労状況が変化しても継続して利用できます。
　また、地域の子育て家庭を支援する子育て相談などを利用できます。
　平成30年４月から、いなやま保育園が新たに認定こども園に移行する予定です。また、平成30年４月に新しい認
定こども園として、いなほこども園（仮称）も開設される予定です。

認定こども園ってどんなところ？

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園

保
育
園

公
立
・
私
立
共
通

　

８
ペ
ー
ジ
に
、
市
内
の
認

定
こ
ど
も
園
、
保
育
園
、
幼

稚
園
の
一
覧
を
掲
載
し
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
共
通

72017.11　広報おおの



運営 園　　　名 電　話 所　在　地
定員（人）

１号 ２・３号

公立

あかね保育園 66・5273 水落町７–24 － 　70

荒島保育園 66・4257 上野42–17 － 　30

阪谷保育園 67・1070 伏石11–14 － 　20

和泉保育園 78・2812 朝日25–７ － 　20

民間

いとよ保育園 66・3848 清和町710 － 100

上庄保育園 64・1217 稲郷43–５ － 　90

亀山保育園 65・1104 水落町３–35 － 　60

開成保育園 65・1103 新庄５–15–２ － 150

篠座保育園 65・6570 篠座74–32 － 　70

保育園一覧

公立

　上庄幼稚園 64・1140 稲郷27–11 10 －

　阪谷幼稚園 67・1070 伏石11–14 ５ －

　富田幼稚園 66・4257 上野42–17 ５ －

私立
　大野幼稚園 65・3936 明倫町７–18 25 －

　旭幼稚園 66・4235 本町10–７ 15 －

幼稚園一覧

※定員は変更になる場合があります

民間

誓念寺こども園 65・6167 中荒井町２丁目824 10 140

誓念寺中野こども園 65・6166 東中野２丁目603 10 140

（仮称）いなやま保育園 66・0038 篠座94–39 ５ 　60

（仮称）いなほこども園 未定 春日２丁目16–５ 10 　90

認定こども園一覧

新規入園募集　■

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
は
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
が
気
付
い
て
行

動
す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
命
を
救
い
ま
す
。

問　

福
祉
こ
ど
も
課（
☎
64
・
５
１
４
２
）

　

大
野
警
察
署（
☎
65
・
０
１
１
０
）

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
１
８
９
）

　

福
井
県
児
童
相
談
24
時
間
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
７
７
６
・
24
・
３
６
５
４
）

病
児
・
病
後
児
の
預
か
り

　

病
気
の
子
ど
も
や
病
気
回
復
期
の
子
ど
も
の
預
か
り
と
し
て
、
病
児
デ

イ
ケ
ア
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
指
定
の
医
療
機
関
で
預
か
り
、
保
護
者
の
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を

支
援
し
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
施
設　

病
児
デ
イ
ケ
ア「
と
ち
の
き
」（
栃
木
産
婦
人
科
医
院
内
）

利
用
料
金　

１
日
２
０
０
０
円（
第
三
子
以
降
の
児
童
で
あ
れ
ば
無
料
）

対
象
児
童　

小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童

利
用
定
員　

１
日
当
た
り
病
児
２
人
、
病
後
児
２
人

利
用
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分（
日
水
祝
日
を
除
く
）

そ
の
他　

利
用
の
際
は
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問　

栃
木
産
婦
人
科
医
院（
☎
66
・
２
５
０
２
）

心
の
お
や
つ
の
時
間
ス
ペ
シ
ャ
ル 

本
の
中
の
お
い
し
い
世
界

日
時　

11
月
25
日
土
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

結
と
ぴ
あ

内
容　
『
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
』（
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
作
）に
出
て
く
る
、
ジ

　

ン
ジ
ャ
ー
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
す

対
象　

小
学
４
年
生
か
ら
。
３
年
生
以
下
は
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

定
員　

20
人（
先
着
）　　
　

材
料
費　

３
５
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ク
ッ
キ
ー
型
、
麺
棒（
持
っ
て
い
る
人
）、

　

持
ち
帰
り
用
容
器

問　

図
書
館（
☎
65
・
５
５
０
０
）
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育てよう 大野っ子 ～調査結果からみた
　　大野っ子のすがた～

　今年４月に行われた、全国学力・学習状況調査の結果の概要をお知らせします。調査の対象は、小学６年生と
中学３年生です。公表にあたっては、本調査で測定できることが学力の一部であり、学校における教育活動の一
側面であることを踏まえながら、序列化や過度な競争につながらないよう配慮しています。詳しい内容は、市の
ホームページで見ることができます。

２　各教科の調査結果から

良好であったこと 課題とその改善策

小

学

校

国
語

○ことわざの意味を理解して、自分の表現
に用いること

○登場人物の相互関係や心情、場面につい
ての描写を捉えること

○目的や意図に応じ、必要な内容を複数の条件に合わ
せて書くこと

　→読み手に自分の伝えたいことが分かるように、異
　なる内容が書かれた文から必要な情報を選び、整
　理して書くことが大切です。

算
数

○整数の乗法を計算したり、整数の除法の
結果を、分数を用いて表したりすること

○正五角形が、５つの合同な二等辺三角形
で構成できることを理解すること

○身近なものに置き換えた基準量と割合をもとに、比
較量に近いものを判断し、その判断の理由を説明す
ること

　→基準量、比較量、割合の関係を数直線図や言葉な
　どで表し、数量関係を的確に捉えることが大切で
　す。

中

学

校

国
語

○書いた文章の助言を基に、自分の表現を
見直すこと

○場面の展開や登場人物などの描写に注意
して読み、内容を理解すること

○比喩で表現されている内容を理解し、複数の条件に
合わせて適切に書くこと

　→比喩や反復などの表現技法などの知識を生かし、 
　書く目的や条件を意識して書くことが大切です。

数
学

○実生活の場面で、ある数量を、基準量を
もとに正の数や負の数で表すこと

○与えられた表やグラフから、必要な情報
を適切に読み取ること

○２つの図形の関係を回転移動に着目して捉え、数学
的な表現を用いて説明すること

　→必要となる根拠を明確にし、あいまいな表現では
　なく、適切な数学的表現を用いて説明することが
　大切です。

　学校では、自校の結果の分析と学力向上のための取り組みをまとめた「学力向上プラン」に基づき、日々の授業
改善などに取り組んでいます。各家庭でも分析結果を参考にして、今後の児童生徒一人一人の成長を目指して、
生活習慣や学習習慣をさらに良いものにするための取り組みをお願いします。なお、生活習慣や学習習慣に関す
る調査の結果は、12月号でお知らせします。
問　教育総務課 （☎64・4827）

市内
小学校

国語A 国語B 算数A 算数B

全国 ◎ ○ ◎ ◎

県 〇 ○ 〇 〇
　大野市の平均正答率を全国、県それぞれの平均
正答率と比較しました。
　小中学校とも、全ての教科で、全国の平均正答
率を上回っています。
◎…２ポイントより高い　〇…±２ポイントの間
△…ー２ポイントより低い

１　教科に関する調査結果

市内
中学校

国語A 国語B 数学A 数学B

全国 ◎ ◎ ◎ ◎

県 〇 〇 △ 〇
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大
野
市
化
石
発
掘
体
験
セ
ン

タ
ー
の
愛
称
を「
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

Ａ
！
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　

９
月
20
日
、
化
石
、
観
光
お
よ

び
ブ
ラ
ン
ド
関
係
の
専
門
家
な
ど

７
人
で
構
成
す
る
愛
称
選
考
委
員

会
を
開
催
。
１
３
５
作
品
か
ら
１

作
品
を
選
定
し
ま
し
た
。

愛
称　

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
！

名
称　

大
野
市
化
石
発
掘
体
験
セ

ン
タ
ー

説
明　

福
井
弁
で「
掘
ろ
う
よ
！
」

　

を
表
し
て
い
ま
す
。
化
石
を
み

ん
な
で
掘
っ
て
楽
し
ん
で
ほ
し

い
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
ま
し

た

受
賞
者　

廣
田
結ゆ

い

愛あ

さ
ん（
14

歳
・
大
野
市
）

応
募
件
数　

１
３
５
件

住
所
別
内
訳　

市
内
77
件
、
県
内

６
件
、
県
外
52
件

問　

住
民
振
興
課

　

 

（
☎
78
・
２
１
１
１
）

大
野
市
化
石
発
掘
体
験
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
決
定

　

市
で
は
、
市
の
未
来
を
担
う
若

者
に
、
日
常
の
生
活
や
学
習
で
感

じ
て
い
る
ま
ち
の
魅
力
や
課
題

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
市
外

在
住
の
人
へ
、
市
の
特
産
品
な
ど

を
返
礼
品
と
し
て
提
供
し
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
返
礼
品
の
数
が
増
え
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
１
２
２
２
件
、
金

額
に
し
て
２
９
８
７
万
２
０
０
０

円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
返
礼
品
と
し
て
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
扱
う
事
業

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
返
礼
品

の
充
実
は
、
寄
附
金
額
の
増
加
だ

け
で
は
な
く
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。出
品
な
ど
を
希
望
、

検
討
す
る
事
業
者
は
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
返
礼
品

　

募
集
す
る
返
礼
品
は
、
原
則
、

次
の
要
件
に
全
て
適
合
し
て
い
る

も
の
で
す
。

・
市
内
で
生
産
、
製
造
、
加
工
、

　

販
売
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
提
供

　

さ
れ
て
い
る
も
の
、
ま
た
は
市

　

内
で
生
産
さ
れ
た
原
材
料
を
使

　

用
し
て
い
る
も
の

・
市
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る
要

　

素
を
持
つ
も
の

・
品
質
お
よ
び
数
量
の
面
で
、
安

　

定
供
給
が
見
込
め
る
も
の
。
た

　

だ
し
、
期
間
限
定
・
数
量
限
定

　

で
供
給
可
能
な
も
の
は
取
り
扱

　

い
を
認
め
ま
す

事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト

・
返
礼
品
と
し
て
登
録
す
る
こ
と

　

で
、
新
た
な
事
業
収
入
、
販
路

　

拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す（
送
り

　

状
作
成
、
商
品
に
関
す
る
問
い

　

合
わ
せ
対
応
な
ど
は
市
委
託
業

　

者
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
）

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
や
カ
タ
ロ
グ
な

　

ど
を
通
し
て
、
事
業
者
名
、
商

　

品
名
な
ど
が
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
ふ
る
さ

　

と
チ
ョ
イ
ス　

大
野
市
」と
検

　

索
し
て
み
て
く
だ
さ
い

問　

結
の
故
郷
創
生
室

　

(

☎
64
・
４
８
２
４)

若者が描く
大野の未来像

と
、
ま
ち
の
将
来
に
関
す
る
ア
イ

デ
ア
や
夢
を
市
長
に
提
案
し
て
も

ら
う
新
し
い
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
実
現
可
能
な
提
案
は
、
市

の
施
策
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
た
市
内
の
中
学
生
４
チ
ー

ム
と
高
校
生
７
チ
ー
ム
が
、
取
り

組
み
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
観
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
11
日
土
午
後
１
時
30

　

分
開
会（
午
後
１
時
開
場
）

場
所　

結
と
ぴ
あ

内
容　

中
学
生
の
部
発
表
、
高
校

　

生
の
部
発
表
、
結
果
発
表
・
表

　

彰
そ
の
他　

事
前
申
込
不
要

問　

結
の
故
郷
創
生
室

　

(

☎
64
・
４
８
２
４)

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
取
扱
事
業
者
を
募
集

「わたしが未来の市長」プロジェクト発表会を開催

11月11日土午後１時30分～

観覧自由
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指名手配犯の発見に協力を
　８月末現在、全国の警察から指名手配されてい
る人は、凶悪事件などで、特に警察庁が指定して
いる重要指名手配被疑者を始めとして、約660人
に上っています。
　これらの被疑者は、殺人、強盗などの凶悪事件
のほか、暴行、傷害、詐欺、横領などの事件で指
名手配され、再び犯行を行う恐れがあります。
　警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定した
上で11月中に総力を挙げて追跡捜査を行い、被疑
者の早期検挙に取り組んでいます。
　指名手配犯によく似た人を見か
けたなど、どんなわずかな情報で
も通報してください。指名手配犯
の発見のため、市民の皆さんの協
力をお願いします。
問　大野警察署（☎65・0110）

防
災
メ
ー
ル
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
気
象
の
特
別
警
報
や

防
災
情
報
な
ど
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
い
ち
早
く
伝
達
す
る
た
め
、

登
録
者
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

に
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

配
信
す
る
情
報

　

特
別
警
報
の
発
表
や
大
雨
の
状

況
、
避
難
所
の
開
設
情
報
な
ど
の

防
災
情
報
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連
携

し
た
緊
急
情
報
な
ど

登
録
方
法

①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
空

　

メ
ー
ル（
件
名
・
本
文
は
不
要
）

　

を
送
信
し
ま
す

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
が
で

き
な
い
場
合
は
、
次
の
ア
ド
レ

ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く

だ
さ
い（bousai.ono-city@

raiden.ktaiw
ork.jp

）

②
数
分
以
内
に
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が

　

記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル
が
届
き
ま

　

す
の
で
、
届
い
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク

　

リ
ッ
ク
し
て
本
登
録
に
進
み
ま

　

す
③
ユ
ー
ザ
ー
情
報
登
録
画
面
で

「
氏
名
」を
入
力
し
、「
配
信
情

報
」「
グ
ル
ー
プ
」を
選
択
し
ま

す
④
設
定
内
容
を
確
認
し
、
登
録
を

　

ク
リ
ッ
ク
し
ま
す

⑤
登
録
完
了
の
画
面
が
表
示
さ
れ

　

れ
ば
手
続
き
は
終
了
で
す

そ
の
他

・
登
録
は
無
料
で
す
が
、
メ
ー
ル

　

受
信
に
掛
か
る
通
信
料
は
利
用

　

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
通
信

　

環
境
に
よ
り
、
サ
イ
ト
へ
の
ア

　

ク
セ
ス
や
メ
ー
ル
の
受
信
に
時

　

間
が
掛
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

な
ど
の
情
報
は
、
本
サ
ー
ビ
ス

　

以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ

　

ん
・
利
用
の
登
録
、
変
更
、
停
止
は
、

　

利
用
者
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ

　

い
・
配
信
し
た
情
報
が
後
に
誤
報
と

　

判
明
し
た
場
合
、
訂
正
メ
ー
ル

　

を
配
信
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
一
部
の
携
帯
端
末
機
種
で
は
、

　

メ
ー
ル
本
文
が
正
確
に
表
示
さ

　

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
機
能
を
使
用

し
て
い
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め@
raiden.ktaiw

ork.jp

か

ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
よ

う
に
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
設
定
で
き
な
い
場
合
は
、

端
末
機
種
を
購
入
し
た
店
で
聞

い
て
く
だ
さ
い

問　

防
災
防
犯
課

　

 

（
☎
64
・
４
８
０
０
）

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練

　

市
で
は
、
毎
月
防
災
行
政
無
線

の
訓
練
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
月
は
、
次
の
と
お
り
全
国

一
斉
で
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
訓
練
放
送
を
中
止

し
ま
す
。

〇
緊
急
地
震
速
報
訓
練

日
時　

11
月
１
日
水
午
前
10
時
ご

　

ろ
内
容　

▼
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
▼

　

こ
ち
ら
は
大
野
市
役
所
で
す
▼

　

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い

　

ま
す
▼
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ

　

ム
音
▼
緊
急
地
震
速
報
。
大
地

　

震
で
す
。
大
地
震
で
す
▼
こ
れ

　

は
訓
練
放
送
で
す（
３
回
繰
り

　

返
し
）▼
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム

〇
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

日
時　

11
月
14
日
火
午
前
11
時
ご

　

ろ
内
容　

▼
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
▼

　

こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

　

で
す（
３
回
繰
り
返
し
）▼
こ
ち

　

ら
は
、
防
災
大
野
市
で
す
▼
下

　

り
４
音
チ
ャ
イ
ム

▼
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
▼
た
だ

今
か
ら
、
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
▼
訓
練
、
訓
練
。
ミ
サ
イ
ル

発
射
。
ミ
サ
イ
ル
発
射
。
ミ
サ

イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
模
様
で

す
。
建
物
の
中
、
ま
た
は
地
下

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い（
３
回

繰
り
返
し
）▼
こ
れ
は
訓
練
放

送
で
す
▼
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム

※
間
を
お
い
て
、
ミ
サ
イ
ル
通

過
の
訓
練
放
送
も
予
定
し
て
い

ま
す

問　

防
災
防
犯
課

　

 

（
☎
64
・
４
８
０
０
） 警察庁専用サイト
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重
要
文
化
財

旧
橋
本
家
住
宅
の
保
存
修
理
工
事
を
実
施
中

旧
橋
本
家

　

橋
本
家
は
大
野
市
南
部
の
山
間

地
に
あ
る
宝
慶
寺
集
落
に
あ
り
、

庄
屋
を
務
め
た
家
柄
の
農
家
で

す
。
建
物
の
建
設
年
代
に
つ
い
て

は
っ
き
り
し
た
資
料
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
造
ら
れ
方
か
ら
江
戸

中
期
18
世
紀
初
期
の
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

主
屋
は
桁
行
７
間
、
梁
間
４
間

の
寄
棟
造
、
か
や
ぶ
き
で
、「
か

み
ざ
し
き
」「
し
も
ざ
し
き
」の
２

部
屋
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
44
年
に
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
集
落
の

過
疎
化
に
よ
り
橋
本
さ
ん
が
市
街

地
に
移
住
し
た
こ
と
か
ら
、
昭
和

46
年
に
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
48
年
、
現
在
地
に
解
体
移
築

し
ま
し
た
。

保
存
修
理
工
事

　

昭
和
48
年
の
移
築
修
理
後
、
昭

和
56
年
、
平
成
６
年
に
屋
根
の
葺

き
替
え
と
部
分
修
理
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
経
年
お
よ
び

積
雪
に
よ
る
劣
化
が
進
ん
だ
こ
と

か
ら
、
国
・
県
の
補
助
を
受
け
て
、

平
成
29
、
30
年
度
の
２
カ
年
継
続

で
、
保
存
修
理
お
よ
び
耐
震
補
強

を
行
い
ま
す
。

問　

文
化
財
保
護
室

　

（
☎
65
・
５
５
２
０
）

　第405回市議会定例会が、11月27日から12月
13日までの17日間開催されます。このうち本会
議が開催されるのは４日間です。本会議の開会
時間は、いずれも午前10時を予定していますが、
開会前の会議により遅れる場合もあります。
　本会議は、誰でも傍聴できますので、気軽に
来てください。傍聴を希望する人は、当日、傍
聴席に入る前に議会事務局で受け付けが必要で
す。詳しくは、問い合わせてください。
問　議会事務局 （☎64・4830）

本会議日程 審議などの内容

11月27日月 本会議（決算特別委員長報告、質疑・討論・
採決、議案上程、提案理由説明）

12月４日月 本会議（一般質問）

５日火 本会議（一般質問、請願・陳情上程）

13日水 本会議（各委員長報告、質疑・討論・採決）

市議会本会議を傍聴しませんか

定例市議会　一般会計に１億3707万3000円を追加

　第404回市議会が、９月４日から21日まで開かれました。平成29年度一般会計補正予算案を含む13議案
などが審議されました。その概要をお知らせします。

○補正予算の概要
　一般会計は、歳入、歳出にそれぞれ１億3707万
3000円が追加され、予算総額は176億9704万3000
円となりました。
　補正の主な内容は▶結の故郷づくり地域協議会を
各公民館に設置する経費に50万円▶東ティモールの
高校生を大野市に招待し交流などする経費に607万
4000円▶有害鳥獣分解処理装置の整備など鳥獣害
対策に5409万9000円▶田植機およびコンバインの
導入に対する補助に812万5000円▶ため池のハザー

ドマップの作成に450万円▶五番商店街旧Fマートと
旧水本学園高等女学校の整備事業への補助に910万
1000円▶化石発掘体験センターの落成式や施設の
管理運営の経費に1250万円▶旧橋本家住宅の保存
整備に847万6000円
○人事案件に同意
　人権擁護委員候補者の推薦について、同意されま
した。
　・人権擁護委員（敬称略）
　　大谷惠子（右近次郎）

※予定のため、変更になる場合があります
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平
成
28
年
度
決
算
に
係
る
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
財
政
指
標
は
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」の
規
定
に
よ
り
、
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

財
政
課
（
☎
64
・
４
８
２
３
）

〇
健
全
化
判
断
比
率
は
基
準
内

　

財
政
状
況
を
判
断
す
る
た
め
の

指
標
で
あ
る「
健
全
化
判
断
比
率
」

は
、
下
表
の
と
お
り「
早
期
健
全

化
基
準
」の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
四
つ
の
指
標
の
う
ち

一
つ
で
も「
早
期
健
全
化
基
準
」を

上
回
る
と
、
市
の
財
政
状
況
は
黄

信
号
と
判
断
さ
れ
、
早
期
健
全
化

を
要
す
る「
財
政
健
全
化
団
体
」と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に「
財
政
再
生

基
準
」を
上
回
る
と
赤
信
号
と
な

り
、
財
政
運
営
に
国
の
指
導
を
受

け
る「
財
政
再
生
団
体
」と
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
財
政
状
況
が
悪

化
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
と
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
生
じ
ま
す
。

〇
資
金
不
足
比
率
は
な
し

　

公
営
企
業
の
経
営
状
況
を
判
断

す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る「
資
金

不
足
比
率
」は
、
資
金
不
足
額
が

な
く
、
該
当
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

対
象
は
▼
簡
易
水
道
事
業
▼
農

業
集
落
排
水
事
業
▼
下
水
道
事
業

▼
水
道
事
業
で
す
。

　

な
お
、
資
金
不
足
比
率
の「
経

営
健
全
化
基
準
」は
20
㌫
で
、
こ

の
基
準
を
上
回
る
と
、
経
営
状
況

は
黄
信
号
と
な
り
ま
す
。

〇
今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
を

　

財
政
健
全
化
団
体
・
財
政
再
生

団
体
に
な
っ
た
場
合
、
税
率
の
引

き
上
げ
、
市
民
生
活
に
必
要
な
事

業
以
外
の
縮
小
・
廃
止
な
ど
、
財

政
の
再
建
を
図
る
取
り
組
み
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
決
算
で
は
、
早
期

健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、

ま
た
、
公
営
企
業
で
も
資
金
不
足

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今

の
と
こ
ろ
市
の
財
政
状
況
は
、
健

全
な
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
を
行

い
、
公
平
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
し
て
確
保
で
き
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

市の平成28年度決算に係る健全化判断比率

※実質赤字額、連結実質赤字額がないため、参考として黒字の比率を（　）内にマイナス表記

指標の名称 解　説 大野市 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字
比率

一般会計などの実質的な赤字の程
度を示す

赤字額なし
（△ 6.59㌫） 13.29㌫ 20.00㌫

連結実質赤字
比率

全ての会計の赤字・黒字を合算し、
市全体としての実質的な赤字の程
度を示す

赤字額なし
（△ 17.89㌫） 18.29㌫ 30.00㌫

実質公債費
比率

借入返済額やこれに準じる額の大
きさを示す

（過去３年間の平均値）
7.0㌫ 25.0㌫ 35.0㌫

将来負担
比率

市の将来負担（借入金残高や今後
支払う可能性のある負担額）の大
きさを示す

43.7㌫ 350.0㌫ なし

平
成
28
年
度
財
政
指
標
を
公
表

　
～ 

大
野
市
の
財
政
状
況
は
「
健
全
」
～ 

　一般財団法人自治総合センターから宝くじの助成を受け、２つの自治会で遊具を整備しました。
問　地域振興室（☎64・4820）

中村町区 西山区自治会

平成29年度コミュニティ助成事業
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職員の採用と退職の状況
　昨年度採用した職員数は、一般職20人（福井国体にかかる任期付き職員４人を含む）、現
業職０人、消防職は３人でした。
　退職者は一般職10人、現業職１人、消防職が１人となっています。

職員の任免と職員数の状況

職　種
平成26年度 平成27年度 平成28年度

採用者数 退職者数 採用者数 退職者数 採用者数 退職者数
一般職 ５人 11人 13 人 15 人 20 人 10 人

現業職 ０人 ２人 ０人 ３人 ０人 １人

消防職 ２人 ３人 ３人 ３人 ３人 １人
計 ７人 16人 16 人 21 人 23 人 12 人

分限処分の状況
　分限処分とは、公務の能率を維持することと、その適正な運営を確保する観点から、職員
がその職責を果たすことができない場合に行う処分のことです。昨年度は３人の休職処分が
ありました。
　処分理由と人数　◆心身の故障　３人

懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、職務上の義務違反など公務員としてふさわしくない非行がある場合に行う
処分のことです。昨年度行った懲戒処分はありませんでした。

職員の分限と懲戒処分の状況

人事評価の状況
　職員の勤務の業績や職務に関する能力、態度などを公平かつ統一的に把握し、人事管理な
らびに職員の能力開発、育成と活用を図るため、人事評価を実施しています。
〇評価区分　　　　Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの５段階評価
〇評価結果の反映　勤勉手当の成績率および昇給に反映

職員の研修と人事評価の状況

人
事
行
政
の
運
営
状
況
公
表
ー
職
員
数
や
給
与
な
ど
ー

28
年度

　平成28年度の「大野市人事行政の運営状況」の一部を公表します。これ
は、昨年度中に採用や退職した職員数をはじめ、職員の給与や手当の状
況をお知らせするものです。
　大野市人事行政の運営などの状況の公表に関する条例第６条に規定す
るすべての項目は、市役所掲示板と市ホームページで公表しています。
問　総務課 （☎64・4820）
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職員の給与の状況

平均給与と平均年齢の状況
（平成29年４月１日現在）

【一般行政職　251人】
　平均給料月額　30万9600円
　平均給与月額　36万1289円
　平均年齢　41.3歳
※一般行政職とは、税務職、医師、保健師、
　保育士、幼稚園教諭、企業職、現業職、
　消防職を除いた職のことです。
※給料とは、給料表に基づき毎月支給され
　る基本給を指し、その給料に扶養手当や
　通勤手当などの諸手当を含んだものを給
　与といいます。

【現業職　32人】
　平均給料月額　29万7100円
　平均給与月額　31万3885円
　平均年齢　48.8歳

【消防職　54人】
　平均給料月額　29万9600円
　平均給与月額　37万5703円
　平均年齢　39.3歳

一般行政職、学歴別の初任給と
経験年数別平均給料月額の状況

（平成29年４月１日現在）
◆学歴別の初任給
　【大学卒】  17万8200円（国17万8200円）
　【高校卒】  14万6100円（国14万6100円）
◆経験年数別平均給料月額
　【大学卒】  ５～ ６年勤務　20万9600円
　　　　　 10～14年勤務　25万9900円
　　　　　 25～29年勤務　38万2600円
　【高校卒】 10～14年勤務　22万2800円
　　　　　 25～29年勤務　36万3800円
※経験年数は、卒業後直ちに採用され、引
　き続き勤務している年数です。

等級別職員数の状況
（平成29年４月１日現在）

１級・２級（主事級）　100人（構成比27.9㌫）
３級（主査級）　　　　 55人（15.3㌫）
４級（企画主査級）　　107人（29.8㌫）
５級（課長補佐級）　　 61人（17.0㌫）
６級（課長級）　　　　 30人（8.4㌫）
７級（部長級）　　　　　６人（1.7㌫）
※一般行政・特別行政の職員、公営企業等会
　計の職員（医療職、現業職を除く）

人件費の状況（平成28年度・普通会計決算）
　昨年度、普通会計決算で人件費の占める割合（Ｂ/Ａ）は17.8
㌫でした（27年度は17.6㌫）。人件費には特別職に支給される
給料、報酬などが含まれています。

住民基本台帳人口 
（平成29年３月末現在） 歳出決算額（Ａ） 人件費（Ｂ）

３万4202人 181億1552万
3000円

32億2936万
9000円

職員給与費の状況（平成29年度・普通会計当初予算）
　平成29年度普通会計当初予算に計上されている職員数は
360人（特別職・教育長を含まず）。その職員に対する職員給
与費は下表のとおりです。
　１人当たりの給与費は、575万円となります。

給料 職員手当 期末・勤勉手当
13億544万

3000円
２億6357万

8000円
５億245万

7000円
給与費合計　20億7147万8000円

職員手当の状況
◆扶養手当（平成29年４月１日現在。額は全て国と同額）
　 ▽配偶者　月額１万円
　 ▽配偶者以外　子　　　１人につき月額8000円
　　　　　　　　子以外　　　〃　　月額6500円
　（ア）平成29年度においては、職員に配偶者がない場合は、

そのうち子の１人目は１万円、配偶者および扶養親族と
しての子がない場合、子以外の１人目は9000円を支給

　（イ）扶養親族のうち満16歳に達する年度初めから22歳に達
する年度末までの間の子１人につき月額5000円加算

◆期末・勤勉手当（平成29年度、６月期と12月期に支給）
区　分 期末手当 勤勉手当 計
６月期 1.225月 0.85月 2.075月
12月期 1.375月 0.85月 2.225月
合　計 2.6月 1.7月 4.3月

※職制上の段階や職務の級などによる加算措置があります。
※勤勉手当の月数は、支給総額の上限であり、実際の支給率
　は人事評価により異なります。
◆退職手当（平成29年４月１日現在）
　勤続20年（自己都合20.445月、勧奨・定年25.55625月）
　勤続25年（自己都合29.145月、勧奨・定年34.5825月）
　勤続35年（自己都合41.325月、勧奨・定年49.59月）
※最高限度額は自己都合、勧奨・定年ともに49.59月。定年前
　早期退職特例措置（２㌫～20㌫加算）あり。

特別職の給料、報酬等の状況
区　分 給料・報酬（月額） 期末手当
市　長 84万3000円

 ６月期　1.55月分
12月期　1.7月分
    計　   3.25月分

副市長 71万円
議　長 44万8000円
副議長 37万7000円
議　員 35万7000円

（平成29年４月１日現在）
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土

心のごはんの時間
　後２～２：30　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
あそぼう百人一首
　後３～４　図書館
●越前大野小京都物産五番まつり

心のごはんの時間
　後２～２：30　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館

心のごはんの時間
　後２～２：30　図書館
自然あそび
　後２：30～３：30　図書館
●新そばまつり

心のごはんの時間
　後２～２：30　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
おはなし会
　後３～３：25　図書館
●心のおやつの時間スペシャル

金

●ごみの祝日受け入れ

文化の日

休館日

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
年金相談 30日 前10～後３：30 大野商工会議所 ☎0776・23・4518

（福井年金事務所）

結婚相談・女性悩みごと相談
（レディース・トラブル・バスター） １・８・15・22日 １日後6～8

ほか後1:30～3:30 結とぴあ ☎64・5142
（福祉こども課）

心配ごと相談 ９・30日 前９～正午 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 なし
公民館 ３・23日
図書館 ３・６・13・19・20・23・27日
本願清水イトヨの里 ６・７・13・20・24・27日
歴史博物館・民俗資料館 なし
和泉郷土資料館・笛資料館 ６・７・13・20・24・27日
越前大野城

なし武家屋敷旧内山家
武家屋敷旧田村家
文化会館 ６・13・20・27日
B&G海洋センター ４・６・13・20・24・27日
エキサイト広場 １・８・15・22・29日
あっ宝んど 14日
うらら館 ６・13・20・27日
平成の湯 ７・14・21・28日
結とぴあ なし

３

10

17

24

４

11

18

25

休日急患診療
（☎ 65・8999）

【診療科目】
　小 児 科  （日･祝日のみ）内科･外科

【診療時間】
　土 曜 日  後１～９（4・11・18・25日）
　日・祝日  前９～後９（３・5・12・19・23・26日）

【中小企業相談】（商工業に関する相談）
経営（工業） ８日 後１～４

大野商工会議所
☎66・1230

労働 10日 後１～４
金融（日本政策金融公庫・国民生活事業） 13日 前10～正午
法律 16日 後１～４
税務 22日 後１～４
司法書士相談 15日 後１～４
夜間相談 ２・16日 後５～８
和泉地区相談会 ８日 前10～後３ （会場）和泉ふれあい会館

要申込
要申込

要申込
要申込
要申込

●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています。

全国青少年健全育成強調月間
子ども・若者育成支援強調月間
児童虐待防止推進月間
秋季全国火災予防運動（９日～15日）
税を考える週間（11日～17日）
女性に対する暴力をなくす運動（12日～25日）

■
■
■
■
■
■

各種検診日

実施日 時  間 会　場
８日 前８：30～10：30 結とぴあ

26日 前８：30～10：15 結とぴあ　※女性限定

【生活習慣病健康診査・肺がん検診・前立腺がん検査】

実施日 時  間 会　場
８日 後１：15～２：15 結とぴあ

26日 前８：30～10：15 結とぴあ　※女性限定

【乳がん・子宮頸がん検診】

問合せ先：保健センター（結とぴあ内）
（☎65・7333）

実施日 時  間 会　場
８日 前８：30～10：30 結とぴあ

26日 前８：30～10：15 結とぴあ　※女性限定

【胃がん（要予約）・大腸がん検診】※大腸がん検診は、８日は、午後１:15～２:15も受付

※両検診ともに要予約

要予約

※11月３日金 文化の日、11月23日木 勤労感謝の日
　にはみんなで国旗を掲げましょう

※前立腺がん検査は８日のみ
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木

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）
健康栄養相談
　前9～11
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）

●ごみの祝日受け入れ

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）

水

市総合文化祭（～５日）

絵本の部屋
　前10～正午　図書館

３歳児健康診査
　後1～1：30
　保健センター（結とぴあ内）

火

健康プラスデー
　前９～後６
　保健センター（結とぴあ内）

無料ストレス相談
　後1：30～4：30　結とぴあ

介護予防自主講座うららで
やろまい会（要予約）
　前9：30～11：30
　結とぴあ

月

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）
●市議会本会議（予定）

日

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
●越前大野小京都物産五番まつり

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
マイナンバー休日臨時交付窓口
　前９～正午　市役所

絵本の部屋
　前10～正午　図書館
●新そばまつり
第54回奥越ふれあい駅伝
　前８：30～
　奥越ふれあい公園

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
普通救命講習会（要予約）
　前９～正午　消防署
女性の健康相談
　前９～11
　保健センター(結とぴあ内）
●ごみの第４日曜日受け入れ

市民カレンダー11月 霜
し も

月
つ き

計量記念日

家庭の日
食育の日

立冬

七五三
青少年育成の日

勤労感謝の日小雪

１

８

15

22

29

人権相談・行政相談 ２・16日 後１：30～３：30 結とぴあ ☎64・4820
（総務課)無料登記相談 ８日 後１：30～４ 結とぴあ

法律相談 ９・30日 後１～４ 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要申込

各種相談日
【保健関係】

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
育児相談会 １・22日 前10～11 保健センター（結とぴあ内） ☎65・7333

（保健センター）

心の健康相談 １・15日 後２～３
奥越健康福祉センター ☎66・2076エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ７・21日 前９～11

女性相談 ２・６・９・16・20・30日 前９～後５：15
補聴器相談 20日 前10～正午 結とぴあ ☎64・5142

（福祉こども課）

ピアサロン いちご会（え） １・８・15・22・29日 後１：30～３：30 結とぴあ ☎69・1600
（障害者相談支援センター）

要申込

要予約

５

12

19

26

今 月 の 納 税

国民健康保険税　第５期分

◆納期限  11月30日（木）
★納税は、便利な口座振替を

ご利用ください

　今月は介護保険料（普通徴収）・後期高齢者
医療保険料（普通徴収）の納付月です！
　・介護保険料（普通徴収）第３期
　・後期高齢者医療保険料　第５期

◆納期限　11月30日（木）
※普通徴収は、年金から保険料が天引きされない

方が対象です。市発行の納付書で金融機関など
で個別に納めてください。

６

13

20

27

７

14

21

28

２

９

16

23

30
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